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アジア消費市場のフロンティア
− Current Consumer Market in Asia−

日　　時：2014 年 11 月 15 日（土）12：45 ～ 17：40

会　　場：専修大学神田校舎 7号館 3階　731 教室

　　【挨拶・趣旨説明】小林　守（アジア産業研究センター代表／専修大学教授）

講演：
　　【解題】渡辺　達朗（アジア産業研究センター研究員 /専修大学教授）

　　陳　立平（中国・首都経済貿易大学　主任教授）通訳：李　雪（中京学院大学　専任講師）
　　　　　　　－中国の消費環境と小売企業の経営革新－

　　虞　江新（中国・貝因美　副総裁）　　　　　  　通訳：李　雪（中京学院大学　専任講師）
　　　　　　　－中国消費市場の動向と貝因美のチャネル戦略－

　　【解題】小林　守（アジア産業研究センター代表 /専修大学教授）

　　チン・トゥイ・フン（ベトナム・ダナン経済大学　専任講師）
　　　　　　　－ベトナム消費市場の現状とその諸特徴－各種資料から－

　　ンガウ・ペンホイ（名古屋大学カンボジアサテライトキャンパス長　特任准教授）
　　　　　　　－カンボジアの消費市場の変化について－
　　【閉会の挨拶】上田　和勇（アジア産業研究センター研究員／専修大学大学院商学研究科長・教授）

総合司会：岩尾　詠一郎（アジア産業研究センター研究員 /専修大学准教授）

　専修大学において、2014 年度に文部科学省私立大学戦略的研究基盤形成支援事業としてアジア産業

研究センターが設立されました。本センターの研究は、「生産」・「流通」・「物流」・「経営」の 4つの側

面からメコン地域諸国と関連周辺地域の市場を分析することをテーマとしています。なお、これに加

えて、昨今の市場統合による中小企業（日系企業・現地企業）に対する影響も併せて調べていこうと

するものであります。今回のシンポジウムでは、このうち「流通」に関連の深い消費市場にフォーカ

スし、「アジア消費市場のフロンティア」と題して、現状の把握と課題の提起を行います。ベトナム・

カンボジア・中国からプロジェクトの客員研究員と専門家（企業家）を招聘することにより、現地の

消費市場の動態を直接発信いたします。
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